
高知陸上競技協会が派遣する四国・全国大会の選手選考基準 

 

○ 国民体育大会 

１ 指定大会と選考対象となる競技会 

国体に出場しようとする者は、高知陸協が指定する次の大会(実施種目に留意)のいずれかに必ず参加し、

出場資格を取得しなければならない。（日本体育協会から参加資格の特例措置を与えられた選手は除く。） 

少年の部に該当する者は、第３次選考会には必ず出場しなければならない。但し、病気等の正当な理由

がある場合はこの限りでない。 

・ 第１次国体選考会（高知陸上競技カーニバル） 

・ 第２次国体選考会（高知県陸上競技選手権大会） 

・ 第３次国体選考会（国民体育大会高知県選手選考会） 

・ 国体少年B・共通種目選考会（全日本中学校通信陸上競技大会高知県大会） 

※ 選考にあたっては、次の競技会の記録も参考とする。 

 中学生―中長距離記録会 

 高校生―県高校総体,四国高校陸上,中長距離記録会 

 成 年―日本選手権,春季サーキット等,各種全国大会等,中長距離記録会 

 ２ 記録の突破者及びその他選考基準となる条件等 

   国体選手の選考は、前項１の資格取得者の中から、次の標準記録突破者及びその他選考基準となる条

件を考慮して候補者を選考する。 

（１） 前年度日本ランキング（日本,高校,中学）50傑相当の記録を標準記録とし、その標準記録の突破者 

を優先して選考する。但し、突破者が複数いる場合は強化普及委員会で選考する。 

（２） その他選考となる条件 

      ア 成 年  将来指導者として期待できる選手 

      イ 少年A  進学,就職等により競技を継続し、将来期待できる選手。 

      ウ 少年B  強化指定選手等で将来期待できる選手。 

 （３）男女のリレーメンバーについては、強化普及委員会で参加人員枠を考慮して選考する。 

 ３ その他 

（１） 前項１、2の中から条件を満たした選手を強化普及委員会で選考し、理事会の承認を得た後、(財) 

高知県体育協会に推薦する。 

（２） 国体選考会で優勝しても候補選手になるとは限らない。 

 

○ 四国陸上競技選手権大会 

 １ 高知県陸上競技選手権大会の各種目１位、２位に入賞した選手。 

 ２ 上記選手を除くランキング上位者（中学・高校生は当年度。一般については昨年度ランキングも参 

考とする） 

 ３ 出場を辞退する選手が出た場合は、強化普及委員会で選考する。 

 

 



○ 都道府県対抗男子駅伝大会 

 １ 中学・高校・一般ともに、１２月２日（土）の中長距離記録会までのトラック競技の記録の上位者な

らびに高新ロードレース大会の結果（記録）を参考に選考する。 

２ トラック競技の成績とは次の種目を基本に考える。 

・ 一 般 ５０００m及び１００００m 

・ 高 校 ５０００ｍ 

・ 中 学 ３０００ｍ 

① 中学・高校の選考については、標準記録を設定し、突破者の中から優先的に選考する。 

標準記録は 高校 ５０００ｍ １４分４０秒００ 

      中学 ３０００ｍ  ９分００秒００ 

② 標準記録突破者が、高校生枠４名、中学生枠３名を超えた場合、記録上位者を優先し、選考を行う。 

 

○ 都道府県対抗女子駅伝大会 

 １ 本年度のトラック競技における３０００ｍ・５０００ｍの上位者の中から選考する。 

 ２ 高新ロードレースを最終選考とし、上位者の中から選考する。 

 ３ 中学生に関しては３０００ｍ走の大会が限られるため、高新中学駅伝の３km区間も参考とするが、区

間やレース展開が記録に影響するためあくまで参考とする。 

 

○ ジュニアオリンッピック陸上競技大会 

 １ 平成２９年４月１日～四国中学総体終了時点に参加標準記録を突破した者。 

 ２ 参加標準記録の突破者がいない種目、突破した競技者がいてもジュニアオリンピックに出場しない種

目には、推薦で1名出場できる。その1名を選出する選考方法は、 

① ジュニアオリンピック選考会申し込み種目の選手内で高知陸上競技協会が選考を行う。なお、申し

込み以外の種目への選考は行わない。 

② ①の条件を満たした上で、四国中学総体終了時点での各種目の本年度ランキング 1 位の選手。1 位

の選手が辞退した場合は、2位以降の選手とする。 

 ３ 中１～中３クラスの県選抜リレーチームの編成は、上記種目で出場権を得た選手で選考する。 

   （補欠も含む） 

 

○ 全国小学生クロスカントリーリレー研修大会 

主催者の目的｢全国の小学生、ならびに指導者の長距離走についての正しい知識・技術を学ぶ｣に沿って高

知陸上競技協会で書類選考する。 

（選考基準） 

１ 数年以上の活動実績があるクラブ 

２ 年間を通じて活動しているクラブ 

３ 過去数年間において参加経験がないクラブ 

４ 大会開催要項の参加資格に記されている内容を満たしているクラブ 

５ 参加経験がないクラブの選考ができない場合は、２回目の出場クラブを選考する。 

  （２回目以上の出場クラブを選考する場合は、指導者資格の有無による場合がある。） 


